
第 1学年 音楽科学習指導案
日 時 平成 23年 9月 5日 (月 ) 5時 間目
学 級 1年 1、 2組 (男子 20名 女子 17名  計 37名 )
授業者 教 諭 山口 由華

1 題材名
「混声合唱の響き」～表現の工夫～

教材名 混声二部合唱 「COSMOS」  ミマス 作詞・作曲 富澤 裕 編曲

2 題材について
本題材は、中学校学習指導要領 「音楽」の

A 表現
ア.歌詞の内容や曲想を感 じ取 り、表現を工夫 して歌 うこと。
イ。曲種に応 じた発声により、言葉の特徴を生かして歌 うこと。

ウ.声部の役割や全体の響きを感 じ取 り、表現を工夫しながら合わせて歌 うこと。
[共通事項](1)音 色、速度、旋律、テクスチュア、強弱にかかわる学習内容である。
本教材は生徒 自身が選んだ合唱コンクールの自由曲である。これまでに学習してきたことを生か

しながら、生徒 自身で表現方法を深めていくのに適 した曲であり、新学習指導要領の第 1学年の目
標に迫ることができると考え選曲した。

特に学習指導要領のウ.「声部の役割や全体の響きを感 じ取 り、表現を工夫 しながら合わせて歌

うこと。」をふまえて、自分の声部と他声部 とのかかわりを感 じ取 らせること、そして、それによ

って生まれる全体の響きを感 じながら、自分の担当する声部を正 しく表現する力を育てることがね

らいである。
また 「COSMOS」 の学習を通 して、「音色、強弱、旋律」などの音楽を形づくつている要素や要素
同士の関連を知覚 し、それ らの働きが生み出す特質や雰囲気を感受し、それ らのはたらきを意識 し

ながら演奏効果を高められる技能を育てたい。

3 題材の設定理由
(1)教材観
「cosMos」 はュニゾンからハーモニーヘの変化、他声部とのかけあい、転調など、表現
の工夫がしやすく演奏効果をあげることができる合唱曲であり、生徒が 「自分たちで合唱を創 り

上げられた」という達成感を得 られるのに適 した合唱曲である。
この曲においての声部の役割とは、主旋律を奏で顔 としての役割を持つ声部、内声で味わいを

持たせる声部、低音部で支える声部、オブリガー ドとして主旋律を飾る声部、音楽の流れをつく

くる声部、フレーズのつなぎ役をする声部などの役割が考えられる。
それら声部の役割を知覚、感受し、自分の役割を意識 して表現できる力を育てていきたい。

(2)生徒観
他を思いやれる素直で優 しい生徒が多い。音楽の授業でも、教師や リーダーの指示に従い、協

力して取 り組み課題を解決 しようと真倹1に学習することができる。
これまでの歌唱表現の授業では、「自分のイメージを、工夫した音にして表現しよう」や、「自

分のしたい表現に近づけるには、どのように歌唱表現したらよいか」などの学習をし、工夫する

ことにより豊かな表現ができるとい うことを学んだ。 しかし合唱においては、自分と同じパー ト
の他の声や、他パー トの声を聴きながら歌い、更に良いものにしようと意識 して取 り組む生徒が

多くない。本題材では他と合わせて歌 うことの大切さや、響きが増すことにより、歌い合わせる

楽しさを味わわせたい。

(3)指導観
1学期末の全校合唱で混声二部合唱曲「HEIWAの 鐘」を歌つているが、 10月 9日 の校内合
唱コンクールが学年合唱を発表する初めての場となる。今回の合唱で、 1年生だけの力で歌い合
わせ、響きの豊かさを感 じられる喜びを味わうことにより、今後の合唱活動へのさらなる意欲付

けとなると考え本題材を設定した。
それと共に、他 と協調 しながら一つの合唱由をみんなでつくりあげていく楽しさや喜びを味わ

わせていきたい。



4 題材の 目標
(1)声部の役割 と全体の響きを感 じ取 り、音 と音 とのかかわ り合いによる曲想の変化に関心を持ち、

自分で工夫 して歌唱表現をすることができる。

(2)自 分たちの合唱の課題 を把握 し、更に合唱を高めよ うと積極的に取 り組む気持ちを持つことが

できる。

5 計 画

時 間 おもな学習内容 学習 目標 指導 の重点

第

１

２
時

・範唱や 自分、他の声を聴き、旋

律を正 しく歌えるよ うにパー ト

練習をする。

旋律 の構成 を知 り、各声

部の役割や全体の響 きを

感 じ取 り、 自分の旋律 を

歌 うことができる。

。音楽への関心 。意欲・態度
・表現の技能

第

３
時

自分の声を、 自分 と同 じパー ト

の他の声に合わせて歌 う。

自分のパー トの旋律 を正

しく、 自信 を持 つて歌 う
ことができるぃ

音楽への関心・意欲 。態度
表現の技能

第
４
５
（柑
鯛
）
６
時

自分の声部の役割を分かって、

歌 うことができる。

自分の声 と他パー トの声 との響

きを感 じて歌 う。

歌詞の内容や曲想、強弱、転調
の働 きによる曲想の変化を感 じ

取つて表現を工夫す る。

自分たちの合唱の課題 を

把握 し、音楽の構成要素

(音 色・ リズム・旋律・和

声・テクスチュア、強弱、

形式、構成 )や表現要素
(速度・強弱)な どを手が
か りに曲を創 る。

音楽への関心・意欲・態度

音楽的な感受や表現の工夫

表現の技能

第

７

８
時

曲全体の構成を把握 して表現を

工夫す る。

。曲全体の構成 を把握 して

表現 を工夫 し、ま とめの

合唱をする。

音楽への関心・意欲・態度

音楽的な感受や表現の工夫
表現の技能

6 本時の指導
(1)本 時の 目標

声部の役割 と全体の響きを感 じ取 り、工夫 しようと意欲的に取 り組む。。(音楽への関心・意欲
。態度 )

声部の役割 と全体の響きを感 じ取 り、表現を工夫する。・・・・・・・
°(音楽的な感受や表現の工夫 )

声部の役割 と全体の響きを感 じ取 り、工夫 して歌唱表現ができたか。・ 。(表現の技能 )

体2)本 時 の評 価 の観 点 と具 体 の詳 411規 準

評価の観点 A(十分満足できる) B(概ね満足できる) C(努力を要する生徒ヘ
の支援 )

音楽へ の関心・意欲
・態度

声部の役割 と全体の響き

について関心を持ち、役

割や響 きについて感 じ取
ったことを積極的に表現
している。

声部の役割 と全体の響き

について関心を持ち、感

じ取つている様子が見え

る。

声部の役害」や全体の響 き

を感 じ取れ るよ う、他の

意見 を参考にできるよ う

声掛けをする。

音楽的な感受や表現
の工夫

声部の役割を理解 し、工

夫すべき点や工夫の仕方
について的確 に指摘す
る^

声部の役割を理解 し、歌

唱表 現 の工夫 を指摘 す

る。

他の意見でよいと思つた

物を挙げさせ、その工夫
に取 り組ませるようにす
る。

表現の技能 声部の役害1を理解 し、役

割を意識 して工夫 しなが

ら歌唱する。

声部の役害1を理解 し、工

夫しながら歌唱する。
他が工夫 して歌っている

点を教師が気付かせ、そ
の工夫に取 り組ませるよ
うにする。
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